
■　調査に基づく維持管理の方法・課題等の一覧整理

Ａハウス Ｂハウス Ｃハウス Ｄ工務店 Ｅ工務店 Ｆ工務店

特性概要

・創業から48年（1962）
・新築14,000戸/年、既存54
万戸
・東北～近畿

枠組壁工法住宅を全国に展
開。創業後約35年が経過。
供給戸数は約19万戸。

・販売開始から38年（1972）
・新築8000戸/年、既存20万
戸
・栃木～福岡、佐賀

・建築業開始から16年
（1994）
・新築1600戸／年、既存不明
・関東、長野、静岡

・注文建築開始から17年
（1993）
・新築160戸／年、既存1712
戸
・県全体。宮崎県境、天草方
面、福岡市内

・創業から14年（1996）
・新築130戸／年、既存1000
戸
・石川、富山全域。首都圏：
車で1.5時間程度

（1）
維持管理
計画の立
案

点検・措置の計画

・生涯点検保証(20年目まで
無償、25年目以降永続的に5
年ごと有償)

10年点検システムを導入して
約17年が経過、20年目の点
検方法を検討中である。
点検・修繕は、外部、内部・
設備に分けて整理している。
10年目以降5年毎の防蟻再
処理を重視している。

・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計画（60年）
・邸別ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

・長期修繕計画表 ・昨夏から30年点検開始（無
償）修理は有償

・点検の最長は35年

修繕費の計画
10年目以降5年毎のメンテナ
ンス費用の概算を住まい手
に示している。

・将来工事概算金額提示 ・修繕費明示

保証の運用

・保証延長措置あり。構造体
保証10年、防蟻保証10年、
防水保証5年（有償耐久診断
とメンテナンス工事の実施）

10年目に板金塗装と防蟻処
理を有償で行い、10年間の
再保証を行っている。

・賃貸にした場合は保証不可
（所有者自身の居住が必要）

・躯体保証35年（転売後も継
続）

（2）
日常の点
検と措置の
実施

日常点検・清掃

・住まい手向けﾒﾝﾃﾅﾝｽ講
座、維持管理情報の発信

住まいの手入れや点検のガ
イドブックを引渡し時に配布
し、定期点検時に説明を行っ
ている。新情報はWEBで配信
している。

・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ講座の開催
・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ情報提供（冊子、
ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ）

・自主点検ｼｰﾄ作成（住まい
手が入力（1～2回╱年確認）
・温湿度ｾﾝｻｰを設置し、住ま
い手から会社へﾃﾞｰﾀを定期
報告（実績なし）

・引き渡し時に住まいの管理
手帳、住まいのﾒﾝﾃﾅﾝｽ（自
社製作）、ｺｰｷﾝｸﾞ材、ﾄﾞﾗｲ
ﾊﾞｰを引き渡し

・自主点検記録作成（第三者
機関にWeb報告）

保守

（3）

定期的な
点検・臨時
点検と措置
の実施

定期点検
（時期・部位等）

・6、11、23ヶ月、5、10、15、
20年まで無償、25年以降有
償（生涯）

初期段階は点検頻度を多くし
（1ヶ月、3ヶ月、1年、2年）、以
降は5年、10年目。
※10年目迄は劣化事象等が
生じることが少ないので、節
目とする期間の適正化（例え
ば15年に延長）を検討してい
る。

・3ヶ月、1年、2年、5年、以降
5年毎。30年まで無償。35年
～5年毎有償

・1年・5年・15年（以降10年周
期）・25年・・・

・1、3、6ヶ月（ご機嫌伺い）、
1、2年（以降は連絡を受け点
検）
・昨夏から5、10、20、30年点
検開始（無償）

・半年、1年、2年、5年目以降
5年毎（10年後以降は有償。
点検の最長35年）

定期点検
（体制・方法等）

・2人1組で2～2.5時間/戸
点検担当は随時編成してい
るが、共通の方法書（経年別
点検基準書）をもとに実施し
ている。
点検は建物診断士の有資格
者が行っている。

・点検ｻｰﾋﾞｽ技士（自社資格）
が定期点検ｻｰﾋﾞｽｶｰﾄﾞ（A4・1
枚）・点検ﾏﾆｭｱﾙを活用
・点検時にﾒﾝﾃﾅﾝｽ方法実演
指導

・第三者機関から会社宛に点
検日を告知
・新築現場担当者とｱﾌﾀｰﾒﾝﾃ
部門担当者のﾍﾟｱ

・引渡し時：住まい手と工事
担当者、営業担当者、1、3、
6ヶ月：現場工務担当者1名、
1年目：メンテナンス担当者、
2年目：工務担当者
・点検シートあり

・2年目までは社員のみ。5年
目以降は大工さんが同行
・定期点検の他に年1回営業
担当が訪問
・ご機嫌伺いの女性が年数回
不定期に訪問（石川県内）

臨時点検 不明

・大きい台風後、過去物件す
べてに電話確認

・地震、台風、水害、火災等
の後、電話連絡で不具合確
認

修繕

・部品廃止時に材料ﾒｰｶｰと
保管期間（5～10年）を定める
と共に代替品を用意

製造中止の建材についてス
トック期間を設定し、情報提
供（？）している。

・ｸﾛｽ接着剤や建具調整工具
程度を支給（住まい手はやら
ず、ほとんど連絡を受け補修
している）

（4）
劣化診断と
措置の実
施

劣化診断

改修

・他社物件のﾘﾌｫｰﾑ業務もあ
り

・他社物件ﾘﾌｫｰﾑの業務もあ
り

（5）
住宅履歴
情報の蓄
積と活用

履歴情報の整備・
管理体制の構築

・本社ｻｰﾊﾞ-で住宅履歴情報
の生涯保存
・建設当時の設計施工ﾏﾆｭｱ
ﾙのﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ保存

自社のシステムにより情報を
管理している。

・第三者機関保存 ・現象と措置について邸別に
データ管理
・ 過去の物件の設計図をｽ
ｷｬﾝしてﾃﾞｰﾀ化中

・点検報告記録、ｱﾌﾀｰ工事、
ﾘﾋﾟｰﾄ工事記録を住まい手、
会社、第三者機関で保存

引渡し時の情報
の整備

・紙情報のみの書類はｽｷｬﾝ
提供
・邸別の使用部品情報（品
名、型番等）

引渡し書類は紙と電子データ
の複数媒体で提供している。
建材情報についてはメーカー
名、商品名、型番を記録して
いる。

・邸別全使用部材のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰ
ｽ

・CD－ROM（先導モデル）又
は紙媒体（一般）で提供
・施工品質記録（各室毎部
位、品名、型番、施工業者
等）

・設計図書、メーカー保証書、
メーカー連絡先等

維持管理情報の
蓄積

不明

・点検・メンテナンスデータは
デジタルデータ登録
・他社物件ﾘﾌｫｰﾑは現況を図
面化

・自主点検記録作成（第三者
機関にWeb報告）

履歴情報の活用

・住まい手専用Webｻｲﾄの設
置 住宅売却時に買主に対し設

計図面を有償頒布している。

・顧客情報、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ履歴情
報、問い合わせ情報を図面・
仕様書等ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと連結さ
せて保存
・住まい手のﾃﾞｰﾀ閲覧不可

・住まい手によるWeb閲覧（実
績なし）

・住まい手からの連絡を受け
点検する際は、過去の措置
を事前に確認

（6）

・検討中

とくになし

・修繕積立金（金融機関と連
携・強制なし）

・特になし ・修繕積立金（金融機関と連
携）（実績なし）

（7）
その他事
項

住まい手への情
報提供、サポート

・24h、365日の電話相談口
住まい手からの24時間連絡
対応の拠点を各地域に配分
し（40拠点）開設している。

・維持管理支援ソフトウェアの
提供
・日常ﾒﾝﾃﾅﾝｽ情報提供

・かわら版にて実績紹介等を
紹介

流通の支援措置
等

・買取再生販売のしくみはあ
るが実績ほとんどなし 価格の査定基準、査定時の

点検要領を整理している（大
手メーカーで連携）。

・既存住宅価格、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ履
歴をＷｅｂ公開

・不動産業者と連携し売買
・売却後も保証継続

設計・施工上の工
夫等

・界壁ラインを設定し天井内
小壁設置、構造床ﾊﾟﾈﾙ分
割、基礎配置計画（ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮ
ﾝ容易性確保）

FRP防水の紫外線劣化を防
止するために上層にウレタン
又はシート防水を複層化して
いる。
外装吹付け材の低汚染化、
屋根材・ｺｰｷﾝｸﾞ材の高耐久
化につとめている。

・ｾﾝｻｰ（おんどとり）は住ま
い手のPCにﾃﾞｰﾀをストック
（3～6回/日）し、住まい手
から定期報告（ﾓﾃﾞﾙ事業
のみ・実績なし）

・床下高さ550～600mm ・床下有効1150㎜
・ｺﾝｸﾘｰﾄ強度30N/㎟、基
礎幅160㎜
・横架材成300㎜以上
・無垢材野地板

その他

大手住宅メーカー

維持管理費確保の措置

地域工務店

：工務店アンケート調査：トップランナー調査

10,000戸/年 8,000戸/年 1,000戸/年 100戸/年
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工務店等支援事業者

Ｇ工務店 Ｈ工務店 Ｉ工務店 Ｊ工務店 Ｋ工務店 Lセンター

・創業から61年（1949）
・新築70戸／年、既存1000戸
・東京都江東区、墨田区、江
戸川区、葛飾区

・創業から23年（1987）
・新築35戸／年、既存400戸
・岡山県南全域・平野部

・創業から年41年（1979）
・新築30戸／年、既存200戸
・中信地域、大町地域

・創業から36年（1974）
・新築25戸/年、既存不明
・徳島県、関東2件

・創業から78年（1932）
・新築5戸/年、既存504戸
・松本を中心とする長野県

住宅建材の供給メーカー。会
員工務店（約400社）への設
計施工及び維持管理の指
導・支援等の事業を行ってい
る。

・ﾒﾝﾃﾅﾝｽｽｹｼﾞｭｰﾙ（30年間） ・維持管理計画書（ﾓﾃﾞﾙ事
業：30年、一般：10年）

長期修繕計画を策定している
（長期優良住宅の場合）。

・概算修繕費明示 ・概算費用明示
修繕費等に係る長期の資金
計画を策定している（長期優
良住宅の場合）。

不明

・住まい手が自主点検シート
及び自主補修シート作成し報
告

・ﾘﾌｫｰﾑ講座、補修講習会の
実施
・ﾒｰﾙにてﾒﾝﾃﾅﾝｽ情報紹介

・床下に12箇所センサーを設
置し、雨漏り、結露等をモニタ
リング（週1回、データと結果
を配信
・住まい手もWeb上で確認可

とくになし

・生涯年2回制定期点検（定
期点検以外の住まい手要望
による点検は有償）

・1年目毎月（ご機嫌伺い）、2
年目から10年目まで半年ごと
（無償）
・ 車の整備手帳のような点検
シートを活用
・住まい手と床下の点検状況
確認（住まい手の認識促進）

・1、6ヶ月、1、2、5、10年。以
降2年毎（10年未満は無償、
10年以上は有料会員のみ）
・盆暮れに御用聞き
・点検時期を第三者機関が
会社宛告知

・毎日、1時間毎にﾃﾞｰﾀ収集
・週に1回、住まい手にﾃﾞｰﾀと
結果を配信
・住まい手もWeb上で確認可
能

・盆暮れの挨拶回りの際に、
不具合の有無を確認

初期段階は点検頻度を多くし
（3か月、6ヶ月、1年、2年）、
以降は5年、10年目。

・1～6月に1回目、7～12月に
2回目を地域を限定し実施
（計1000軒を社員＋大工＋
協力業者で実施）

・原則1人体制で点検の担当
方面を決め現場に行くついで
に実施
・専門知識のない営業担当者
が点検に行っても、カメラで
送信しその場で他の者に対
応を確認

・点検担当部署、担当者検討
中

・床下はデータにより遠隔診
断
・その他の部位は、住まい手
が目視

・各住まい手により密接度の
強い担当者が対応（人間関
係重視）

会員工務店が任意に実施し
ている（？）。

・台風で瓦が飛んだ地域に限
定して電話連絡（過去２回）

・24ｈ365日電話対応（社長携
帯電話）し、迅速に現場対応

不明

・建替えかリフォームか住ま
い手に判断してもらうための
裏付けデータを用意

・他社物件ﾘﾌｫｰﾑの業務もあ
り

・他社物件ﾘﾌｫｰﾑの業務もあ
り

・住まい手には紙媒体保存
・社内ではﾃﾞｰﾀ保存

・第三者機関保存 ・第三者機関保存 ・雨漏り、結露等のﾃﾞｰﾀを
サーバーに保存

自社のシステムにより情報を
管理し、長期間の保管を行え
るシステムとしている。
持ち主と10年単位で契約して
いる。

・点検シート（整備手帳）を住
まい手に引き渡し

・竣工図（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀと紙媒
体の両方）

紙媒体を基本（住まい手・工
務店が保存）とし、電子デー
タは追加費用を求めている。
構造設計、設備の配線・配管
に関する図書の整備・保存を
重視している。

・主要部位に記録ﾀｸﾞを設置。
点検時に切り取り、維持管理
台帳に張付け

・雨漏り、結露等のﾃﾞｰﾀをﾓﾆ
ﾀｰが自動的に作成

・他社物件は現況図面作成
・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ情報を大蔵木工に
一元化

定期点検及び補修時の報告
書の帳票（紙）を整備し、活用
している（工務店から住まい
手に発行）。

・点検時に住まい手ﾃﾞｰﾀの確
認・更新・保存
・住まい手によるWeb閲覧

・雨漏り、結露等のﾃﾞｰﾀを住
宅履歴情報にし、流通時に活
用

リフォーム後に履歴情報の更
新を行えるシステムとしてい
る（構築中？）。

・修繕積立金（金融機関と連
携）（実績なし）

・修繕積立金（金融機関と連
携）
（1年毎に積立状況確認）

・特になし

とくになし

・軽微な劣化の補修方法指
導

・DMを毎月、実績報告や建
築に関する新しい技術情報を
提供
・毎月構造見学会と完成見学
会を実施

・24h、365日の電話相談口
（第三者機関）

住まい手からの24時間連絡
対応の拠点を開設している。
登録業者に応急的な措置を
とらせている。

・新所有者へのﾒﾝﾃﾅﾝｽ管理
継続

・購入者、査定業者が評価し
やすい構造（床下の点検等
が容易）

・外張断熱＋第1種・熱交
換換気型・躯体間通期ｼｽ
ﾃﾑにより小屋裏・床下が
室内環境と同程度で点検
が容易
・外張断熱により断熱層等
を遮断せずに増改築可

・建築に関する主治医
・困り事解消・喜び創造をﾓｯ
ﾄｰ
・引き渡し前に住まい手に無
垢材の性質を伝達（ｸﾚｰﾑ防
止）

地域工務店

：工務店アンケート調査：トップランナー調査

50戸/年 30戸/年 20戸/年 5戸/年
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定期的な
点検・臨時
点検と措置
の実施

定期点検
（時期・部位等）

定期点検
（体制・方法等）

臨時点検

修繕

（4）
劣化診断と
措置の実
施

劣化診断

改修

（5）
住宅履歴
情報の蓄
積と活用

履歴情報の整備・
管理体制の構築

引渡し時の情報
の整備

維持管理情報の
蓄積

履歴情報の活用

（6）

（7）
その他事
項

住まい手への情
報提供、サポート

流通の支援措置
等

設計・施工上の工
夫等

その他

維持管理費確保の措置

地域大工

Mセンター Nセンター O大工（金山） Ｐさん Ｑさん Ｒさん

住宅建材、構造材の供給メー
カー。認定工務店への設計
施工及び維持管理の指導・
支援等の事業を行っている。
とくに工事ﾁｪｯｸｼｰﾄ、施工手
順書、工程表を整備し、施工
品質の確保を重視している。

社団法人。会員工務店（約
470社）への設計施工及び維
持管理の指導・支援等の事
業を行っている。
「テキスト」をまとめ、研修等
により普及啓発を行ってい
る。

・Ｗさん（8代目）
・Ｎさん（2代目）
・Ｓさん、Ｍさん（初代）

・築153年
・現当主：6代目（57歳）（家族
3人）

・築100年
・現当主：4代目（61歳）（家族
4人）
・木が好きな当時の当主が普
請

・築213年
・現当主：9代目（家族7人？）

長期の維持管理計画書・ガイ
ドラインを策定している。
点検・取替え措置は、構造躯
体、外まわり、内装、建具、設
備に分けて整理している。

長期の維持管理計画書・ガイ
ドラインを策定している。
点検・取替え措置は、屋外部
分、躯体部分、外構、屋内部
分、建具、設備に分けて整理
している。

・特になし ・特になし ・特になし

－ － －

－ － －

住まいの手入れや点検のガ
イドブックを引渡し時に配布し
ている。また、工務店との共
催で講習会を開催している
（長期優良住宅の場合）。

・人が集まるｲﾍﾞﾝﾄが清掃や
修繕の動機

・使わない部屋は清掃してい
ない

高齢者の住まい手の場合、
点検保守を代行して行うよう

・特になし（家の作りに合わせ
た住まい方をするだけ）

・大掃除時に畳の上げ下ろし
・夏季は襖を簾戸へのとり替

初期段階は点検頻度を比較
的多くし（6ヶ月、1年、2年）、
以降は5年、10年目としてい
る。

点検時期は1年、2年5年、10
年目、以降10年毎を指針とし
ている。また、点検時期にア
ラームによる通知をしてい
る。

・県外は電話確認、年賀状送
付、手紙連絡
・不具合は電話をくれるよう
伝達
・年１、２回酒を飲みに伺う
・近くに来た時や不具合の連
絡があった場合に状況確認
・１～１．５年ぐらいは状況確

定期点検の方法書（チェック
リスト）を整備し、提供してい
る。

点検・補修の方法書（記録
シート）を整備し、提供してい
る。

・人が集まるｲﾍﾞﾝﾄが修繕の
動機
・床板が傷むと大工さんに依
頼

・3年に1度、屋根の塗り替え

・S40年代後半：外部建具をｱ
ﾙﾐｻｯｼに交換
・H10年頃：玄関・水廻り・木
組みの表しのﾘﾌｫｰﾑ

・奥さん嫁ぎ時：台所、居間、
茶の間を改修
・S50年頃：杉皮葺きを金属
板に改修

・S7年頃：台所土間をｺﾝｸﾘｰﾄ
に改修
・S41年頃：萱葺きを金属板に
改修

第三者機関にて情報を保
存。

住宅内（床下）への紙媒体の
情報の保管、法人内のデー
タ管理センターにおける電子
データ保管の二重の措置とし
ている。

建材・設備のメーカー名、商
品名、型番を記録している。

竣工図を紙、電子データで保
管している。

・家普請帳（手伝いに来た集
落の人工数等の記録）あり

・建設当時の記録はなし ・建設当時の記録はなし
（矢羽根が出てきたが不明）

点検・補修記録を紙媒体によ
り保管、また、改修後の更新
図面を電子データで保管して
いる。

・H10年頃の改修部分の図面
作成（設計者作成）

・大学が調査し、図面作成

工務店の倒産時、住宅の転
売時における履歴情報の提
供のしくみを講じている。

・特になし ・特になし ・特になし

WEBを媒体とした情報発信を
利用者を区分して多様に展
開している（住まい手向け、
工務店向け、社内向け等）。

緊急時における住まい手から
の連絡対応を行っている。

・あらかじめ住宅の特性を伝
えておくことが必要
・手入れ方法をメモにして提
出

－ － －

結露部位への点検口等の設
置を徹底している（脱着可能
な巾木、北側壁、水廻り部天
井、小屋裏、立上り配管、床
下等）。
可変性に配慮した間仕切りシ
ステム、耐力壁配置等の措
置を講じている。

床下を600㎜確保している
（人通口に立ち上りを付加）

・軒の出1ｍ以上 ・構造的にしっかりしている。
（町中で最後に雪おろし）
・床下の風通しがよく乾燥

・軒の出4尺
・消雪用池

（住まい手の意識）
・ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰが守れない。息子
世帯と同居できる間取りへの
改修を希望
・大勢の人を招く事ができる
のが誇り

（住まい手の意識）
・家を長持ちさせるのは愛着
・住まい手が家づくりに関わ
ることが重要
・時代に合わせて徐々に改修
できる家がよい。活用できな
いと長持ちしなくなる。

（住まい手の意識）
・家の価値をわかっていたの
で使える材はできるだけ使っ
て改修
・ハレとケの空間がよい

住まい手工務店等支援事業者

：長寿命住宅調査
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